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はじめに
最近，日本海裂頭条虫Dibothriocephalus nihonkaiensis

の北海道内における地理的分布域は，自然終宿主
ヒグマUrsus arctosが遡上する第2中間宿主のサケ類
Onchorynchus spp.を常食する知床半島  （Shirane et 
al. 2021） のような場所であることが強く示唆された 

（大杉ら 2021; 太田ら 2021; 佐々木ら 2019）．それ
では，実際，知床半島で水揚げされるサケ類には，
この条虫の幼虫プレロセルコイドはどの程度寄生して
いるのだろうか．
寄生状況の把握は，この条虫がヒトにも寄生するの

で，公衆衛生学的に重要である．また，この条虫だ
けでなくほかの分類群も含めた寄生虫相は自然生態
系の構成メンバーであり，その把握は地域の自然史
を理解するためにも重要である．そこで，今回，知床
半島の斜里漁港で水揚げされたサケ類を材料に寄
生虫検査を試行したので供覧したい．

材料と方法
2020年 9月から10月に知床半島斜里町沖で
捕獲され斜里漁港に水揚げされたカラフトマス 

Onchorynchus gorbuscha およびシロザケO. ketaの各
10個体，計20個体の冷凍個体を同年10月末に一括
購入した．これらを実験室で解凍後，体表と筋組織
内の寄生虫を肉眼で寄生虫の検査を行なった．得ら
れた寄生虫は70％エタノール液で固定・保存し，実
体顕微鏡および光学顕微鏡下で観察した．
また，一部は大杉ら（2021）および太田ら

（2021）などに準じ分子同定を行った．すなわち，
DNeasy Blood & Tissue Kit（QIAGEN 社，Hilden, 

Germany）を用いてゲノムDNAを抽出した．抽出
したゲノムDNAを鋳型として，リボソーム18Sの
一部を増幅するためにプライマーセットSR1 （5 ’

-TACCTGGTTGATCCTGCCAG-3 ’）， お よ び
SR12 （5 ’ -CCTTCCGCAGGTTCACCTAC-3 ’）を
用いてPCRを行った．PCR反応溶液は，ゲノムDNA

を2 µl，10×La Taq バッファー 2.5 µl，2 µM MgCl2 2.5 

µl，dNTP 4 µl，超純水 12.5 µl，5 ’末端側プライマーお
よび3 ’末端側プライマー（10 µM） 0.625 µl を混合し，
最後にTaKaRa La Taq ポリメラーゼ（TaKaRa, Otsu, 

Japan） （5U/µl）を 0.25 µl加えてPCRを行った．PCR

反応は，94℃で2分間のプレヒートののち，98℃ 10
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図１．サケ類の体表より得られたサケジラミ．-1: 左から卵嚢を一対持つメス成虫，卵嚢のないメス成虫，オス成虫． -2: オ
ス頭胸部．

秒間の変性，65℃ 30秒間のアニーリング，68℃ 60秒
間の伸長を1サイクルとして45サイクル行い，その後
68℃で2分間の伸長反応を行った．得られたPCR産
物は，GENCLEAN Ⅱ KIT （フナコシ㈱，東京）を使
用して精製し，TE buffer （ph8.0） 10 µlにそれぞれ溶
出した．精製したPCR産物は㈱フロンティア・サイエ
ンス（北海道札幌市北区）に委託してダイレクトシー
クエンスを行った．

結果と考察
カラフトマス7個体およびシロザケ10個体の頭部・
鰭基部尾から寄生性カイアシ類が，また，カラフト
マス3個体およびシロザケ3個体の筋肉組織からアニ
サキス類がそれぞれ認められたが，プレロセルコイド
は得られなかった．
カイアシ類 （図1-1, -2）は体長約1 cmで，第2，第3

脚は頭胸部に組み込まれ，頭胸節と生殖節の間に体
節が一つのCaligidae科の特徴を呈した（Homma et 

al. 2020）．さらに，18S rRNAを標的としたプライマー
を用いPCRを行い，得られた塩基配列をBLAST

解析した結果，サケジラミLepeophtheirus salmonis）
（EU929084）と100％の相同性を示した．一方，ア
ニサキス類は第3期幼虫であり，これも18S rRNAを

標的としたプライマーを用いPCRを行い，得られた
塩基配列をBLAST解析した結果，Anisakis simplexと
100％の相同性を示した．
本調査ではプレロセルコイドは未検出ではあった

が，この寄生率は5%未満であるので（渡邊ら 2014），
検査材料を増やせば斜里漁港で水揚げされる個体
でもプレロセルコイドを確認する可能性は高い．しか
し，2020年はサケ類，特に，シロザケは記録的な不
漁の年であったので，材料を得ること自体困難であっ
たことから，水揚げ量の回復時点で再調査を試みた
い．
今回，僅か20個体のサケ類であったがほぼ全個体

からサケジラミを得，斜里漁港で水揚げされるサケ類
であっても，この寄生虫が高率に保有されたことが確
認された．サケジラミは宿主体表を摂食，損傷する
ことにより，浸透圧調節機能が低下して血中タンパク
質や電解質バランスを崩し，血液・リンパ液など体液
が失われる．また，ストレス反応によりコルチゾルの分
泌が増加して免疫が抑制され，水棲の常在細菌の日
和見感染により死亡する．さらに，サケジラミの摂食
が著しい場合，筋肉組織や頭蓋軟骨まで達したとの
報告もある（Beamish et al. 2007; Johnson et al. 1996; 

Pike 1999; Wootten et al. 1982）．したがって，資源
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保全面からもこの侵淫状況の把握は必要である．だ
が，このように普通に寄生する事実は，一般の人々が
この寄生虫と遭遇することも多いと考えられる．そし
て，サケジラミの独特な形態は知的興奮を得る好機
にもなる場合もあろう．ならば，この寄生虫を自然史
教育面での有効な活用もあろう．是非，検討をした
い．なお，今回検出され，形態および分子同定され
たサケジラミの一部標本は斜里町立知床博物館にて
登録された（Nos. SSHM-IN3およびSSHM-IN4）．
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